
か
け
の
よ
う
な
の
を
履
い
て
い
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
召
集
兵
は
ほ
と
ん
ど
寒
さ
と
食
事

で
、
飯
上
げ
に
行
っ
て
来
た
ら
死
ん
で
い
た
。

昭
和
二
十
二
年
の
春
よ
り
ソ
連
兵
の
警
備
が
つ
か
な
く
て
自

由
に
出
勤
。
二
十
二
年
、
二
十
三
年
の
春
の
タ
ン
ポ
ポ
は
皆
摘

ん
で
食
べ
て
い
た
。
日
曜
日
は
食
堂
で
共
産
主
義
の
話
。
演
劇

を
し
て
い
た
。
私
は
や
め
た
。
工
場
の
中
で
も
寒
く
て
大
き
な

フ
ァ
ン
が
回
っ
て
い
る
の
に
毛
糸
手
袋
、
軍
手
、
大
手
（
ダ
イ

テ
）
と
、
外
と
う
を
着
て
仕
事
を
し
て
い
た
。

ロ
ス
ケ
の
マ
ダ
ム
と
物
々
交
換
を
し
て
い
る
時
、
戦
友
が
ダ

モ
イ
ら
し
い
と
い
う
話
を
し
て
い
た
。

ダ
モ
イ
の
日
ま
で
れ
ん
が
工
場
の
使
役
を
し
て
い
た
。

ダ
モ
イ
列
車
途
中
、
半
年
前
に
帰
っ
た
は
ず
の
戦
友
が
道
路

工
事
を
し
て
い
た
。
ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
て
第
三
収
容
所
に
入
っ

て
寝
台
の
順
番
を
決
め
て
い
た
ら
、
す
ぐ
に
第
二
収
容
所
に
入

り
、
一
晩
泊
ま
っ
た
次
の
日
は
第
一
収
容
所
に
入
っ
た
。
こ
こ

に
入
る
と
使
役
は
な
い
と
の
事
。

一
週
間
程
で
引
揚
船
が
来
た
。
皆
甲
板
に
上
り
日
本
の
旗
を

見
て
い
た
。
一
番
感
激
し
た
の
は
舞
鶴
港
の
山
を
見
た
と
き
最

高
で
し
た
。

十
八
日
ナ
ホ
ト
カ
到
着
、
二
十
五
日
ナ
ホ
ト
カ
出
帆
、
二
十

八
日
舞
鶴
上
陸
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
帰
宅
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
前
後
の
記
　 

滋
賀
県
　
堀
栄
次
郎
　 

兵
歴
の
概
略

生
年
月
日
　
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
十
九
日

出
生
地
　
　
滋
賀
県
彦
根
市

召
集
入
隊
　
昭
和
十
九
年
八
月
二
十
三
日
　
福
井
県
敦
賀
市
中

部
第
三
六
部
隊

昭
和
十
九
年
九
月
二
日
　
　
　
満
州
■
琿
第
六
一

二
部
隊
第
一
中
隊

松
沢
隊

転
属
　
　
　
昭
和
十
九
年
十
二
月
　
　
　
　
満
州
綏
化
第
四
四

九
〇
部
隊
舟
木
隊

原
隊
復
帰
　
昭
和
二
十
年
七
月
　
　
　
　
　
第
六
一
二
部
隊



旅
団
編
成
　
昭
和
二
十
年
七
月
　
　
　
　
　
満
州
独
立
混
成
第

一
三
五
旅
団

独
立
歩
兵
第
七
九

六
大
隊
第
四
中

隊
、
通
称
・
不
朽

第
三
七
五
六
四
部

隊
（
旧
隊
・
歩
兵

第
八
中
隊
森
隊
）

日
ソ
開
戦
　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
　
　
　
二
站
陣
地
　
森
隊

少
尉
森
久
作
隊

終
戦
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
一
日
　
二
站
陣
地
　
武
装

解
除
、
孫
呉
集

結
、
出
発

作
業
隊
編
成
孫
呉

に
て
第
十
九
大
隊

村
上
隊

入
ソ
か
ら
　
昭
和
二
十
年
九
月
十
六
日
　
　
「
ダ
モ
イ
」
が
、

抑
留
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
方
「
シ
ベ
リ

ア
」
行
き
に
方
向

転
換
、
黒
河
か
ら

黒
竜
江
を
渡
り
、

「
ブ
ラ
ゴ
エ
」
第

十
八
収
容
所
に

入
っ
た

満
州
（
黒
河
）
へ
逆
送

昭
和
二
十
一
年
四
月
三
日
　
　
　
「
ダ
モ
イ
日

本
」
満
州
国
経

由
に
て
帰
国
の

予
定

昭
和
二
十
一
年
四
月
七
日
　
　
　
第
二
梯
団
編
成

南
下
出
発
　
十

九
日
北
安
到
着

引
揚
げ
　
　
昭
和
二
十
一
年
九
月
十
六
日
　
　
北
安
南
下
出
発

帰
船
　
　
　
昭
和
二
十
一
年
十
月
十
七
日
　
　
葫
蘆
島
に
て
乗

船

昭
和
二
十
一
年
十
月
二
十
三
日
　
博
多
港
上
陸

復
員
　
　
　
昭
和
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日
　
復
員
、
自
宅
へ

着
く
。
家
族
全



員
無
事
で
あ
っ

た

日
ソ
開
戦
と
兵
営
の
一
日

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
（
快
晴
）
朝
、
私
は
第
六
一
二
部
隊

歩
兵
隊
梁
家
屯
に
陣
地
よ
り
帰
営
中
、
衛
兵
下
番
に
て
初
年
兵

五
人
引
率
し
現
地
自
活
（
畑
仕
事
）
に
外
出
す
る
と
き
、
在
隊

兵
隊
た
ち
が
北
鎭
台
方
向
を
直
視
、
そ
の
上
空
を
旋
回
し
て
い

る
飛
行
機
を
発
見
し
た
。
直
感
し
て
日
本
の
飛
行
機
で
は
な
い

ぞ
、
変
な
気
持
ち
で
情
勢
を
眺
め
て
い
た
。
ま
さ
か
ソ
連
機
で

は
な
い
の
か
と
周
囲
の
兵
隊
も
見
て
い
た
。
不
思
議
に
思
い
な

が
ら
、
表
門
衛
兵
所
で
申
告
し
、
何
事
も
な
く
営
外
へ
出
た
。

畑
仕
事
を
終
え
て
昼
食
の
た
め
帰
営
、
営
内
の
た
だ
ご
と
で
な

い
状
態
を
察
知
し
た
。

「
日
ソ
開
戦
」
だ
。
在
隊
兵
は
既
に
陣
地
へ
出
発
し
た
あ
と

で
あ
る
。
今
す
ぐ
軍
装
支
給
受
け
後
続
出
発
す
る
、
待
機
せ
よ

と
の
命
令
を
受
け
た
。
二
站
陣
地
へ
（
距
離
約
四
〇
キ
ロ
）
夜

中
軍
装
備
し
て
、
徒
歩
強
行
軍
で
あ
れ
ば
体
力
的
厳
し
さ
を
早

く
も
同
一
行
動
を
心
配
し
た
。
夕
方
に
な
り
出
発
命
令
あ
り
、

幸
運
に
も
「
木
炭
ト
ラ
ッ
ク
」
の
配
車
に
よ
り
陣
地
に
向
け
出

発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ト
ラ
ッ
ク
も
擬
装
戦
闘
態
勢
で
、
い

よ
い
よ
戦
争
が
と
再
確
認
し
「
ソ
連
と
対
戦
」
入
隊
後
毎
日
訓

練
、
肉
攻
に
よ
る
教
育
を
受
け
た
こ
と
が
、
実
行
の
時
期
が
来

た
の
で
あ
る
。

二
站
陣
地

こ
の
日
を
予
測
し
、
二
站
に
陣
地
を
作
る
べ
く
部
隊
の
大
半

の
兵
を
陣
地
構
築
に
集
中
、
天
幕
生
活
し
な
が
ら
従
事
し
て
い

た
。
突
然
の
開
戦
で
主
力
と
な
る
二
站
陣
地
の
構
築
が
未
完
成

で
遅
き
に
失
し
た
。
二
站
で
命
令
を
受
け
た
兵
は
、
帰
営
す
る

こ
と
な
く
戦
闘
配
備
に
つ
き
、
私
物
は
原
隊
に
残
さ
れ
た
ま
ま

で
あ
る
。

陣
地
へ
行
く
途
中
、
国
境
黒
竜
江
方
面
沿
岸
一
帯
は
早
く
も

火
の
手
が
上
が
り
、
夜
空
を
赤
く
染
め
て
い
る
。
最
前
線
の
江

岸
監
視
■
も
少
数
兵
に
て
小
銃
程
度
で
対
戦
、
対
抗
で
き
る
の

か
、
あ
る
い
は
撤
退
す
る
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

陣
地
に
夜
中
到
着
、
森
隊
に
配
備
さ
れ
た
。
ソ
連
が
電
撃
作

戦
な
ら
、
国
境
黒
竜
江
か
ら
は
（
五
〇
キ
ロ
）
こ
の
二
站
ま
で

い
つ
頃
が
交
戦
な
る
か
。
二
站
陣
地
の
中
央
道
路
を
通
る
の
は

間
違
い
な
い
。
今
日
ま
で
肉
攻
戦
教
育
訓
練
受
け
た
が
、
初
体



験
で
無
駄
死
に
は
し
た
く
な
い
。
十
キ
ロ
爆
薬
を
抱
い
て
体
当

た
り
、
玉
砕
で
な
く
一
発
勝
負
で
あ
る
。
充
分
の
武
器
補
給
も

得
ら
れ
ず
、
■
琿
か
ら
十
榴
一
門
が
搬
入
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

敵
は
機
甲
部
隊
を
先
頭
に
続
々
と
向
か
っ
て
来
る
。

何
日
目
か
、
ソ
連
が
侵
攻
、
夜
に
入
っ
て
「
ブ
ス
ー
ブ

ス
ー
」
と
銃
弾
が
頭
を
か
す
め
た
。
い
よ
い
よ
交
戦
な
り
や
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
タ
コ
壷
に
い
て
は
連
絡
が
と
れ
ず
、
で

も
命
令
を
待
つ
し
か
な
い
。
敵
は
自
動
小
銃
だ
。
マ
ン
ド
リ
ン

と
い
う
軽
機
関
銃
に
匹
敵
す
る
最
新
兵
器
と
聞
く
。
こ
ち
ら
は

三
八
－
九
九
式
単
発
小
銃
で
は
到
底
及
ば
な
い
。

朝
か
ら
中
央
道
路
を
ソ
連
の
重
戦
車
（
女
兵
も
乗
っ
て
い

る
）
が
列
を
組
ん
で
通
る
。
山
の
上
か
ら
手
を
こ
ま
ね
い
て
自

重
し
て
い
る
。
陣
地
内
を
容
易
に
突
破
、
我
が
隊
古
兵
の
上
等

兵
は
平
気
で
出
動
し
て
行
く
の
を
確
認
し
た
。
い
っ
た
ん
命
令

あ
れ
ば
絶
対
服
従
、
玉
砕
を
覚
悟
し
て
い
た
の
で
な
か
っ
た
の

か
。
夕
方
頃
に
な
れ
ば
朝
南
下
し
た
戦
車
群
が
嫩
江
か
ら
帰
っ

て
来
る
が
、
お
と
な
し
く
通
過
だ
。
指
を
く
わ
え
て
い
た
と
き

も
あ
る
。
暗
夜
の
歩
■
で
雨
が
降
っ
た
時
は
、
小
銃
を
構
え
一

心
に
立
っ
て
見
張
り
し
て
い
る
。
敵
が
近
づ
い
て
来
た
の
で
は

な
い
か
黒
い
影
が
見
え
る
、
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
。
朝
に
な
っ
て
み

る
と
雑
木
を
見
違
え
た
の
で
あ
っ
た
。
雨
の
夜
の
朝
は
、
歩
■

中
に
「
菊
花
の
御
紋
章
」
銃
が
■
び
て
く
る
の
が
一
番
つ
ら

い
。
小
銃
の
厳
し
い
手
入
れ
整
備
が
で
き
ず
、
間
が
な
い
の
で

一
番
心
配
し
た
。

十
五
日
の
朝
は
、
七
曲
、
徒
溝
子
を
敵
戦
車
が
左
右
に
銃
撃

を
加
え
な
が
ら
入
っ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
夜
は
攻
防
戦

が
朝
ま
で
続
き
、
戦
死
、
負
傷
者
が
幾
人
か
出
た
よ
う
で
あ
っ

た
。十
六
日
、
晴
。
十
七
日
、
曇
。
敵
は
戦
車
壕
を
超
え
て
ジ
リ

ジ
リ
と
陣
地
に
迫
っ
て
い
る
。
飯
島
中
隊
長
は
、
常
に
先
頭
に

立
ち
、
最
前
線
で
指
揮
を
続
け
ら
れ
た
が
、
敵
の
射
撃
が
集
中

し
、
こ
こ
で
倒
れ
、
全
滅
を
し
た
。
多
数
戦
死
、
負
傷
兵
も
多

数
あ
っ
た
と
聞
く
。

白
旗
を
掲
げ
た
軍
使

十
九
日
、
■
琿
第
一
三
五
旅
団
の
電
話
不
可
能
と
な
っ
て

「
陸
の
孤
島
」
と
孤
立
無
縁
で
あ
っ
た
。

二
站
陣
地
隊
長
の
長
島
少
佐
の
も
と
へ
軍
使
が
派
遣
さ
れ

「
十
五
日
、
天
皇
の
詔
書
が
発
せ
ら
れ
、
各
戦
線
と
停
戦
に
応



じ
る
よ
う
…
…
」

。
孫
呉
で
は
十
五
日
の
玉
音
放
送
を
聞
か
れ

て
も
、
前
線
で
は
聞
く
連
絡
も
な
く
、
第
一
回
軍
使
内
田
中
尉

が
来
て
、
長
島
少
佐
と
対
座
、
停
戦
の
報
に
少
佐
は
怒
り
「
日

本
軍
人
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
恥
ず
か
し
い
役
目
を
も
っ
て
来
れ

る
も
の
か
」
云
々
。
軍
使
と
し
て
来
た
中
尉
は
、「
情
け
な
い

…
…
任
務
が
終
わ
っ
た
ら
…
…
」

。
中
尉
は
、
外
へ
出
て
一
、

二
分
も
し
な
い
間
に
「
手
榴
弾
で
自
決
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。

軍
使
を
ス
パ
イ
だ
と
思
わ
れ
た
。

八
月
二
十
日
（
快
晴
）
第
二
回
目
。
昼
頃
、
孫
呉
に
河
原
崎

中
尉
来
る
（
滋
賀
県
神
崎
郡
能
登
川
町
出
身
）

。

松
沢
大
隊
長
は
金
元
軍
曹
他
に
兵
隊
二
人
に
て
、
地
区
司
令

官
の
長
島
少
佐
の
と
こ
ろ
へ
護
送
し
た
。
軍
使
は
、
停
戦
の
こ

と
、
昨
日
の
軍
使
の
こ
と
を
申
し
出
、
ぜ
ひ
停
戦
に
応
じ
て
下

さ
い
と
懇
願
し
た
。
長
島
少
佐
は
「
■
琿
北
鎭
台
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
だ
。
浜
田
閣
下
か
ら
は
何
も
報
せ
が
な
い
。
我
輩
は

軍
司
令
官
か
旅
団
司
令
官
の
命
令
し
か
聞
か
な
い
」
ま
た
「
貴

様
の
よ
う
な
若
僧
で
は
な
く
、
も
っ
と
責
任
あ
る
人
が
来
る
べ

き
だ
。
明
朝
八
時
ま
で
に
参
謀
か
我
輩
の
知
っ
て
い
る
誰
か
を

使
い
と
し
て
立
て
よ
、
そ
れ
ま
で
は
戦
闘
を
一
時
中
止
す
る
、

帰
っ
て
そ
う
言
え
」

。

八
月
二
十
一
日
、
第
三
回
目
軍
使
、
ジ
ー
プ
に
乗
っ
て
来

た
。
ソ
連
側
三
人
と
森
少
佐
、
昨
日
の
河
原
崎
中
尉
。

長
島
少
佐
も
、
黒
上
見
習
士
官
の
一
行
が
帰
陣
し
、
師
団
長

の
言
葉
が
伝
達
さ
れ
た
。
長
島
少
佐
は
、
デ
マ
や
謀
略
で
な

く
、
真
実
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。

ソ
連
側
通
訳
が
停
戦
の
条
件
を
出
し
た
。「
武
装
解
除
、
地

雷
の
掘
り
上
げ
、
将
校
と
兵
を
別
々
に
し
て
集
合
せ
よ
、
そ
し

て
ソ
連
軍
の
邪
魔
を
す
る
な
」
完
全
な
無
条
件
降
伏
と
な
っ

た
。そ
の
日
の
夕
刻
ま
で
、
全
員
武
装
解
除
、
兵
器
類
の
集
結
。

部
隊
長
の
終
戦
、
今
後
の
指
示
あ
り
。
夜
に
入
り
「
ダ
モ
イ
日

本
」
孫
呉
へ
徒
歩
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
「
二
站
へ
の
軍
使
」
に
つ
い
て
は
後
日
、
昭
和
六
十
二

年
八
月
二
十
日
、
歩
兵
八
中
隊
戦
友
会
福
井
大
会
、
金
元
茂
三

氏
の
談
話
で
あ
り
ま
す
。

国
境
守
備
隊
の
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
関
東
軍
司
令
部
「
作
戦

考
案
」
に
は
次
の
ご
と
く
示
さ
れ
た
。

「
主
た
る
抵
抗
は
国
境
地
帯
に
於
て
行
な
い
、
こ
れ
が
た
め



兵
力
の
重
点
は
国
境
に
置
き
、
こ
れ
ら
交
戦
部
隊
は
、
そ
の
地

域
内
に
於
て
玉
砕
せ
し
め
る
」
ま
た
、
我
々
の
四
軍
に
対
し
て

は
、「
貴
軍
は
玉
砕
的
敢
闘
精
神
を
も
っ
て
戦
い
仮
令
軍
と
し

て
統
一
作
戦
不
能
と
な
る
も
遊
撃
戦
を
展
開
す
る
な
ど
し
、

も
っ
て
後
方
主
力
の
作
戦
を
容
易
な
ら
し
む
る
事
に
努
む
べ

し
」
で
あ
り
ま
し
た
。

終
戦
―
孫
呉
―
黒
河
―
ソ
連
ブ
ラ
ゴ
エ

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
一
日
、
終
戦
。
二
站
陣
地
。

武
装
解
除
を
受
け
、
夕
方
孫
呉
に
向
け
徒
歩
出
発
。
こ
の
と

き
暑
中
な
の
に
新
し
い
防
寒
服
装
一
式
が
支
給
さ
れ
着
替
え
し

た
。
さ
て
は
寒
い
「
シ
ベ
リ
ア
」
か
。
兵
器
が
な
く
な
り
「
ダ

モ
イ
東
京
」
と
帰
国
で
き
る
喜
び
で
、
リ
ュ
ッ
ク
に
食
糧
品
、

缶
詰
、
甘
味
品
と
持
て
る
だ
け
詰
め
込
み
出
発
し
た
。
戦
闘
中

の
疲
れ
、
寝
不
足
等
で
リ
ュ
ッ
ク
の
重
さ
に
困
り
、
休
憩
時
、

歩
行
中
に
ボ
チ
ボ
チ
重
さ
を
調
整
、
大
事
な
缶
詰
を
捨
て
な
が

ら
進
ん
だ
。
途
中
に
喉
が
渇
き
、
暗
が
り
の
中
、
溜
水
を
我
先

に
と
飲
ん
だ
。
朝
に
な
り
、
ど
こ
も
泥
水
を
飲
ん
だ
も
の
だ
っ

た
。
手
持
ち
し
た
消
毒
薬
を
飲
ん
だ
お
か
げ
か
下
痢
も
し
な

か
っ
た
。

ロ
シ
ア
の
監
視
兵
が
、
途
中
、
休
憩
時
、
持
ち
物
検
査
と
言

い
な
が
ら
マ
ン
ド
リ
ン
を
突
き
つ
け
、
腕
時
計
、
万
年
筆
、
皮

革
等
強
奪
す
る
。
不
良
監
視
兵
に
は
驚
い
た
。
腕
時
計
を
い
く

つ
も
両
腕
に
つ
け
て
、
ネ
ジ
を
回
す
こ
と
も
知
ら
な
い
の
で
、

無
理
に
な
ぶ
り
故
障
さ
せ
て
い
る
。
ソ
連
兵
の
程
度
が
わ
か

る
。
す
ぐ
に
歩
き
な
が
ら
各
兵
へ
強
奪
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意

伝
達
さ
れ
た
。
私
物
検
査
を
悪
用
し
、
銃
で
脅
か
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
八
月
二
十
三
日
、
孫
呉
到
着
。
足
の
裏
に
豆
が
で
き
て
歩
行

困
難
、
し
ば
ら
く
の
間
は
寝
て
い
た
。
数
日
し
て
よ
う
や
く
快

復
し
た
。
と
た
ん
に
使
役
に
引
き
出
さ
れ
る
。
捕
虜
の
身
分
、

し
か
た
な
し
。

九
月
十
六
日
、
孫
呉
出
発
。
ダ
モ
イ
東
京
で
出
発
し
た
が
、

南
下
の
方
向
が
途
中
よ
り
北
上
、
ナ
ホ
ト
カ
経
由
帰
国
す
る
の

だ
と
、
結
局
は
シ
ベ
リ
ア
送
り
か
。
第
十
九
作
業
隊
は
野
宿
し

な
が
ら
黒
河
ま
で
、
黒
龍
江
を
渡
河
す
る
た
め
乗
船
待
ち
だ
っ

た
。
そ
の
と
き
急
に
天
候
が
変
わ
り
、
も
の
す
ご
い
降
ひ
ょ
う

に
遭
っ
た
。
私
は
こ
の
ひ
ょ
う
に
打
た
れ
た
痛
さ
と
寒
さ
に
我

が
人
生
の
前
途
に
不
安
を
抱
い
た
。



乗
船
し
向
岸
の
ソ
連
領
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
着
い

た
。
ソ
連
の
策
略
に
ま
ん
ま
と
連
れ
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
奥
地
へ
連
れ
ら
れ
て
行
く
の
だ
ろ
う
。
汽
車
待
ち

か
、
野
宿
生
活
が
続
い
た
と
思
っ
た
こ
ろ
、
レ
ン
ガ
造
り
の
窓

は
扉
も
な
い
収
容
所
へ
入
所
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
の
行

動
が
大
仕
事
で
あ
る
。
直
ち
に
使
役
作
業
開
始
で
あ
る
。
第
一

に
収
容
所
の
周
囲
は
有
刺
鉄
線
で
厳
重
で
あ
る
。
ブ
ラ
ゴ
エ
で

の
毎
日
の
作
業
が
、
満
州
国
占
領
物
資
の
荷
揚
げ
で
あ
る
。

朝
は
早
く
出
発
し
船
着
場
ま
で
向
か
う
。
正
門
の
所
で
整
列

点
呼
、
人
員
の
確
認
。
一
〇
〇
人
く
ら
い
の
作
業
班
一
〇
列
縦

隊
に
並
び
、
ア
ジ
ン
（
１
）

、
ド
ヴ
ァ（
２
）

、
ツ
リ
ー（
３
）

と
数
え
て
い
る
が
、
途
中
ま
た
（
１
）
か
ら
数
え
直
す
。
人
員

の
確
認
が
大
変
な
時
間
が
か
か
り
、
寒
い
朝
の
日
は
付
き
添
い

の
ロ
シ
ア
人
の
頭
の
悪
い
こ
と
に
皆
が
弱
っ
て
い
た
。

ブ
ラ
ゴ
エ
、
黒
河
か
ら
の
船
着
場
が
満
州
国
を
占
領
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
占
領
物
資
、
火
事
場
泥
棒
そ
っ
ち
の
け
の
強
奪
で
あ

る
。
満
州
国
に
あ
る
何
か
ら
何
ま
で
、
日
本
兵
は
「
ダ
バ
イ
東

京
」
と
甘
言
に
だ
ま
さ
れ
、
追
い
回
さ
れ
な
が
ら
、
船
か
ら
の

食
糧
品
（
六
〇
キ
ロ
入
り
麻
袋
）
を
初
め
、
重
い
荷
揚
仲
仕
と

し
て
、
毎
日
空
腹
に
耐
え
て
、
初
め
は
反
抗
的
で
あ
り
、
重
さ

に
耐
え
ら
れ
ず
要
領
よ
く
ま
わ
っ
て
い
た
が
、
サ
ボ
っ
て
い
れ

ば
終
了
時
刻
が
遅
れ
、
ノ
ル
マ
が
達
す
る
ま
で
帰
る
こ
と
が
で

き
ず
、
仕
方
な
く
協
力
、
ま
じ
め
に
ロ
シ
ア
人
の
指
示
に
従
う

こ
と
に
し
た
。
私
達
も
空
腹
満
た
す
た
め
こ
っ
そ
り
と
食
料
と

な
る
米
、
豆
、
塩
な
ど
持
ち
帰
っ
た
。
次
第
に
監
視
兵
に
見
つ

か
り
な
が
ら
も
要
領
よ
く
持
ち
帰
り
、
収
容
所
の
ス
ト
ー
ブ
を

利
用
し
皆
に
分
け
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
た
。

時
に
は
軍
の
工
場
へ
の
使
役
も
あ
り
、
工
場
に
は
不
思
議
と

若
い
男
の
姿
を
見
な
い
。
守
衛
も
女
子
で
あ
っ
た
。
既
に
女
子

で
も
日
本
軍
人
が
着
用
し
て
い
た
軍
服
を
着
て
お
り
（
終
戦
の

時
、
帰
国
す
る
と
い
う
こ
と
で
新
し
い
防
寒
服
を
支
給
さ
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
、
先
刻
入
ソ
の
と
き
、
検
査
を
利
用
し
て
、

着
て
来
た
服
を
取
り
上
げ
、
古
い
服
に
か
え
ら
れ
た
。
ソ
連
も

計
画
的
で
如
才
な
い
と
感
服
し
た
）

、
靴
も
新
し
く
、
ま
た
缶

詰
は
Ｕ
・
Ｓ
・
Ａ
の
印
刷
。
黒
龍
江
凍
結
後
は
十
輪
車
の
軍
用

ト
ラ
ッ
ク
に
て
物
資
が
運
ば
れ
、
い
か
に
ア
メ
リ
カ
が
後
押
し

し
て
い
た
か
と
思
っ
た
。

年
末
に
入
る
こ
ろ
、
寒
さ
厳
し
く
、
荷
揚
げ
作
業
も
見
通
し



が
つ
き
、
後
は
農
場
の
手
伝
い
、
工
場
の
使
役
。
そ
の
こ
ろ
栄

養
失
調
、
発
疹
チ
フ
ス
が
発
生
し
た
。
二
月
初
旬
こ
ろ
に
は
収

容
所
も
隔
離
さ
れ
た
。
中
央
病
院
と
か
に
変
名
さ
れ
た
よ
う
に

思
う
。
死
亡
者
四
〇
〇
人
く
ら
い
出
た
様
子
で
あ
り
、
同
室
の

山
田
教
竜
君
（
三
重
県
出
身
）
は
お
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
の

で
、
亡
く
な
っ
た
戦
を
毎
晩
お
通
夜
に
出
向
き
、
お
経
を
あ

げ
て
霊
を
弔
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。
彼
と
は
満
州
、
逆
送

第
二
梯
団
で
南
下
「
小
興
安
」
の
所
で
彼
と
別
れ
た
。
第
三
梯

団
に
加
わ
り
南
下
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
が
、
北

安
在
留
中
に
も
彼
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
帰
国

後
、
留
守
宅
を
訪
問
、
そ
の
旨
伝
言
し
た
が
、
ご
家
族
の
心
配

が
胸
に
詰
ま
っ
た
。

私
も
、
三
月
初
め
頃
に
赤
痢
に
か
か
り
重
病
者
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
記
憶
な
く
戦
友
に
お
世
話
に
な
り
、
三
月
末
よ
う
や

く
快
復
し
感
謝
し
て
い
る
。

ブ
ラ
ゴ
エ
生
活
も
、
ロ
シ
ア
人
の
監
視
の
も
と
「
ダ
モ
イ
東

京
」
と
の
甘
言
を
正
直
に
受
け
止
め
、
来
る
日
も
来
る
日
も

「
ダ
バ
イ
ダ
バ
イ
」
と
荷
揚
げ
作
業
の
使
役
に
引
き
ず
り
回
さ

れ
苦
労
し
、
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
に
一
冬
過
ご
し
た
。
ソ
連
抑
留

八
ヵ
月
、
よ
う
や
く
ブ
ラ
ゴ
エ
十
八
収
容
所
最
終
の
逆
送
者
と

し
て
、
シ
ベ
リ
ア
捕
虜
生
活
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

満
州
国
へ
（
逆
送
）
黒
竜
江
を
渡
る

昭
和
二
十
一
年
四
月
三
日
、
満
州
国
の
土
を
再
び
踏
む
こ
と

は
な
い
と
心
に
思
っ
て
い
た
の
に
…
…
。
ブ
ラ
ゴ
エ
第
十
八
収

容
所
（
中
央
病
院
）
か
ら
、
重
病
者
の
み
残
し
、
黒
河
に
向

か
っ
た
。
黒
竜
江
は
そ
の
こ
ろ
解
け
始
め
て
お
り
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
薄
氷
で
、
渡
河
す
る
の
も
危
険
個
所
を
避
け
て
渡
っ
た
。

私
達
が
最
後
の
逆
送
で
あ
っ
た
。

満
州
国
へ
再
び
第
二
梯
団
南
下

昭
和
二
十
一
年
四
月
三
日
、
黒
河
に
到
着
、
江
岸
収
容
所

（
元
警
察
学
校
）
に
入
る
。
黒
河
に
は
既
に
ブ
ラ
ゴ
エ
か
ら
逆

送
さ
れ
た
病
気
快
復
者
等
、
多
数
の
戦
友
に
再
び
会
う
こ
と
が

で
き
心
強
く
、
故
国
日
本
へ
何
と
し
て
も
帰
り
た
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

黒
河
か
ら
南
下
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
。
去
る
三
月
二
十

九
日
、
既
に
第
一
梯
団
八
一
六
人
が
南
下
し
て
い
た
。
近
く
第

二
梯
団
の
編
成
が
あ
る
と
、
そ
の
中
に
加
わ
る
こ
と
を
念
願
、

期
待
し
た
。
四
月
六
日
、
運
よ
く
第
二
梯
団
編
成
に
加
え
ら
れ



た
。
出
発
は
四
月
七
日
、
意
外
に
早
く
帰
国
に
近
づ
く
こ
と
で

嬉
し
か
っ
た
。

第
二
梯
団
長
竹
内
某
、
総
人
員
一
四
三
五
人
、
主
と
し
て
病

院
患
者
、
病
弱
者
、
一
般
邦
人
、
体
力
な
き
中
年
者
等
、
数
台

の
マ
ー
チ
ョ
（
馬
車
）
に
分
乗
、
他
は
徒
歩
。
警
備
兵
（
八
路

軍
）
数
人
付
添
い
。

こ
の
日
残
留
者
と
な
っ
た
第
三
梯
団
予
定
者
が
後
日
「
黒
河

事
件
」
に
巻
き
込
ま
れ
、
多
数
の
死
者
が
出
て
予
期
せ
ぬ
悲
惨

な
出
来
事
が
起
き
た
の
で
あ
る
。
私
が
残
留
に
な
っ
て
い
た

ら
、
病
後
未
快
復
で
到
底
脱
出
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
銃

殺
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
日
ソ
戦
争
中
な
れ
ば
兵
隊
は
皆
国
に

捧
げ
た
命
、
惜
し
く
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
せ
っ
か
く
生
き

延
び
た
大
切
な
命
を
「
黒
河
事
件
」
に
奪
わ
れ
た
多
数
の
戦

友
、
ソ
連
抑
留
中
は
苦
労
し
、
よ
う
や
く
黒
河
ま
で
生
き
て
来

ら
れ
た
の
に
、
帰
国
を
一
心
に
願
っ
て
い
た
や
さ
き
、
こ
の
事

件
に
犠
牲
者
に
な
っ
た
憤
死
者
の
心
中
お
察
し
い
た
し
ま
す
。

大
方
名
前
も
わ
か
ら
ず
、
死
亡
を
確
認
す
る
こ
と
も
な
く
、
最

期
と
な
ら
れ
た
と
思
う
。
た
だ
た
だ
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。

南
下
の
途
中
、
小
興
安
で
の
一
夜
の
出
来
事
で
あ
る
。
当
日

の
宿
泊
地
は
、
小
高
い
丘
の
所
で
各
所
に
木
炭
が
多
く
野
積
み

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
夜
は
二
〇
人
ほ
ど
の
泊
ま
り
小
屋
が
見
つ

か
り
、
北
満
の
夜
は
冷
え
込
み
、
今
晩
は
炭
が
豊
富
で
久
し
ぶ

り
に
暖
か
く
寝
ら
れ
る
と
、
ふ
ん
だ
ん
に
炭
火
で
暖
を
取
り
休

ん
だ
。
そ
れ
が
幸
い
か
、
不
幸
か
、
夜
中
「
み
ん
な
、
起
き

よ
、
危
な
い
」
と
誰
か
が
叫
ぶ
声
に
目
を
覚
ま
し
た
。
と
た
ん

に
天
井
が
落
下
、
家
が
倒
れ
て
き
た
。
幸
い
に
天
井
と
下
地
に

少
々
の
空
間
が
あ
っ
た
が
、
寝
る
前
に
炭
火
で
暖
を
と
っ
た
の

が
、
ま
だ
目
前
で
燃
え
て
い
る
。
全
く
の
生
き
地
獄
で
あ
っ

た
。
炭
火
の
明
か
り
だ
け
で
四
囲
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
で
一

生
の
終
わ
り
か
と
観
念
し
た
と
き
、
出
入
り
口
の
方
か
ら
、
先

に
逃
げ
出
し
た
人
が
「
こ
ち
ら
へ
出
て
来
い
」
と
皆
を
誘
導
し

て
く
れ
た
。
そ
の
た
め
幸
い
外
に
出
る
事
が
で
き
て
、
ま
た
も

九
死
に
一
生
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
外
は
夜
明
け
の
残
月
が
淡

く
辺
り
を
覆
っ
て
い
た
。
満
人
の
家
屋
は
主
に
土
で
造
ら
れ
て

お
り
、
暖
房
で
建
物
が
緩
み
倒
壊
し
た
も
の
と
思
う
。
す
ぐ
に

火
が
回
ら
な
か
っ
た
の
が
何
よ
り
幸
い
で
あ
っ
た
。
朝
に
な
っ

て
予
定
通
り
出
発
す
る
。
私
は
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
て
体
が



少
々
傷
み
困
っ
て
い
た
。
引
率
者
の
配
慮
で
、
今
日
は
馬
車
に

乗
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
助
か
っ
た
。
出
発
後
、
隣
で
寝
て

い
た
軍
曹
ら
し
い
人
が
棟
木
の
下
敷
き
と
な
り
死
亡
さ
れ
た
と

聞
き
、
こ
の
事
情
が
ど
う
し
て
留
守
宅
家
族
に
伝
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
と
思
っ
た
。
名
前
も
わ
か
ら
ず
行
方
不
明
の
ま
ま
に
さ

れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
誠
に
申
し
訳
な
く
残
念
に
思
い
ま

す
。
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

引
揚
げ
―
帰
国

昭
和
二
十
一
年
九
月
十
六
日
、
北
安
に
て
日
本
人
引
揚
げ
が

定
ま
り
出
発
す
る
。
健
康
体
組
が
一
日
早
く
出
発
さ
れ
た
が
、

途
中
、
綏
化
駅
よ
り
鶴
岡
炭
鉱
へ
回
さ
れ
、
七
年
間
以
上
も
帰

国
が
遅
れ
、
多
数
の
死
亡
者
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

九
月
三
十
日
、
錦
州
駅
に
着
い
て
か
ら
、
半
月
間
乗
船
待
ち

し
、
十
月
十
七
日
よ
う
や
く
出
発
し
た
。
葫
蘆
島
着
、
待
ち
に

待
っ
た
「
ダ
モ
イ
」
の
日
が
来
た
。
過
ぎ
去
っ
た
軍
隊
生
活
、

戦
争
、
ソ
連
抑
留
、
満
州
逆
送
を
思
い
出
し
た
。

葫
蘆
島
を
最
後
に
母
国
日
本
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
船
の
船
員

の
、
郷
里
彦
根
市
出
身
の
平
塚
六
雄
氏
に
出
会
っ
た
。
初
対
面

で
あ
っ
た
が
戦
後
日
本
の
状
況
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

の
船
は
間
違
い
な
く
博
多
に
入
港
し
日
本
上
陸
だ
か
ら
安
心
す

る
よ
う
、
こ
こ
で
初
め
て
真
実
の
言
葉
に
触
れ
た
の
で
あ
る
。

十
月
二
十
三
日
上
陸
、
復
員
手
続
き
を
終
わ
る
。

昭
和
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日
、
帰
宅
す
る
。
家
族
、
母
、

妻
、
長
男
、
全
員
無
事
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

ソ
連
と
の
開
戦
、
二
站
陣
地
に
爆
雷
を
背
負
っ
て
敵
戦
車
に

体
当
た
り
し
爆
破
し
た
勇
士
、
終
戦
を
知
ら
ず
。
肉
攻
戦
に
生

命
を
捧
げ
た
戦
友
、
帰
国
を
前
に
し
て
亡
く
な
っ
た
無
名
の

方
々
、
戦
友
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
二
年
八
月
十
五
日
　
五
十
五
年
目
の
終
戦
の
日
　
記

所

感
　 

京
都
府
　
毛
呂
嘉
一
　 

私
の
出
生
地
は
網
野
町
で
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
生
ま

れ
で
、
十
一
年
兵
で
あ
る
。
私
の
学
歴
は
小
学
校
の
高
卒
で
あ

る
が
、
歳
を
と
っ
て
か
ら
大
学
入
試
資
格
を
と
り
、
そ
の
後
近




